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負
担
も
５
％
に
条
例
改
正
し

た
。
今
後
も
積
極
的
に
農
家

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

75
・
５
％
で
あ
る
。
現
在
４

地
区
で
進
ん
で
い
る
シ
ラ
ス

対
策
事
業
は
町
負
担
５
％
で
、

崎
園
・
高
井
田
地
区
は
来
年

で
終
了
す
る
が
、
そ
の
後
の

計
画
を
示
せ
。

112
本
の
農
道
と
43
本

　
の
排
水
路
を
計
画

町　

長

　

県
営
畑
か
ん
事
業
で
路
線

112
本
、
排
水
路
43
本
を
計
画

し
一
部
終
了
し
て
い
る
。
26

年
度
ま
で
に
終
わ
り
た
い
。

シ
ラ
ス
対
策
事
業
も
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

水
田
整
備
は
ど
う
す
る

上
原
議
員

　

水
田
整
備
率
は
県
下
最
下

位
の
26
・
２
％
、
県
平
均
が

77
％
、
水
田
整
備
を
し
な
い

と
集
落
営
農
も
耕
作
放
棄
地

解
消
も
自
給
率
向
上
も
進
ま

な
い
。
今
後
の
予
定
は
あ
る

の
か
。

持
留
地
区
を
計
画

町　

長

　

長
田
、
岡
別
府
地
区
も
23

年
度
で
整
備
が
終
わ
り
、
次

　

農
業
は
本
町
の
基
幹
産
業

と
い
っ
て
い
る
が
、
町
長
の

任
期
は
あ
と
半
年
だ
が
、
農

業
振
興
に
取
り
組
む
決
意
を

聞
き
た
い
。

生
産
基
盤
の
構
築
に

町　

長

　

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高

齢
化
の
進
行
、
農
畜
産
物
の

価
格
低
迷
と
厳
し
い
状
況
下

に
あ
る
。
今
後
新
規
就
農
の

促
進
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
育
成
確
保
に
努
め
、
水

利
用
効
果
で
受
委
託
体
制
や
、

生
産
基
盤
の
構
築
に
向
け
営

農
体
系
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

自
給
率
向
上
対
策
は

上
原
議
員

　

自
給
率
向
上
対
策
は
、
農

産
物
を
増
産
す
る
事
で
あ
り

農
家
の
収
益
に
つ
な
が
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
の
政
策

農業振興はどうする

営農体系作りに積極的に取り組む

上原　正一 議員

は
持
留
地
区
を
計
画
し
て
い

る
。
水
田
整
備
は
地
元
の
盛

り
上
が
り
が
重
要
で
受
益
者

を
踏
ま
え
て
、
本
町
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

水
田
転
作
の
有
効
利
用

町　

長

　

本
町
の
食
料
自
給
率
は

２
６
０
％
あ
り
、
高
品
質
な

も
の
を
増
産
し
地
産
地
消
を

進
め
て
い
く
。
飼
料
用
イ
ネ

と
か
、
も
ち
米
、
米
粉
に
な

る
も
の
等
、
水
田
転
作
の
有

効
利
用
を
図
り
た
い
。

集
落
営
農
の
取
り
組
み
は

上
原
議
員

　

今
後
、
高
齢
化
が
さ
ら
に

進
み
、
ど
こ
の
集
落
も
農
業

従
事
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

く
。
集
落
営
農
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

６
地
区
が
活
動

町　

長

　

10
地
区
の
方
に
話
し
合
い

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た

が
、
現
在
６
地
区
で
話
し
合

い
活
動
が
続
い
て
い
る
。

畑
の
整
備
計
画
は

上
原
議
員

　

本
町
の
畑
の
整
備
率
は

岡別府団地（ほ場整備前）

岡別府団地（ほ場整備後）
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